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河川の維持管理について 
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戦略的な河川維持管理の取り組みについて 
 

１ 



状態監視の必要性 ～河川～ （参考１） 

河道は洪水や日々の流水の作用、植物の変化等により長期的に変化していく
自然公物。その変化は必ずしも一様ではなく、時には急激に変化することから、
河川巡視や測量等を通じた日常の監視が必要河川巡視や測量等を通じた日常の監視が必要。

○河川の植生や水衝部の変化 ○河川巡視や測量による状態監視 

平成14年9月 撮影 出水前 

平成16年10月 撮影 出水後 

２ 



状態監視の必要性 ～堤防～ （参考２） 

主たる管理対象施設である堤防は 長大な延長を有し 原則として土で作られ 過去幾度主たる管理対象施設である堤防は、長大な延長を有し、原則として土で作られ、過去幾度
にもわたって築造・補修され現在に至っているという歴史的経緯を有し、構成する材料の
品質が不均一。堤防の点検等により、堤防の損傷を発見し、適切に補修することが重要。 

雨や出水等により、日々、損傷が発生 

漏水漏水  動物による穴動物による穴  のり崩れのり崩れ  

沈下沈下  噴砂噴砂  亀裂亀裂  

３ 
堤防の点検 



河川管理施設と許可工作物の現状 《直轄管理区間》 

河川構造物

（参考３） 

河川構造物 ～水門・樋門樋管、機場、堰等の施設～ 

約10,000箇所 
（施設数） 

河
川
管管
理
施
設設 

約15,000箇所 
（施設数） 

（施設数） 

許
可
工工
作
物 

４ ※平成２３年 水管理・国土保全局河川環境課調べ （施設数） 



河川構造物の老朽化 （参考４） 

コンクリート構造物の老朽化 樋門ゲート、巻き上げ機等 

 樋門函体のクラック 堰本体の鉄筋露出  堰ゲートの腐蝕  樋門の老朽化 

ポンプ設備の摩耗、腐蝕 付属設備等 

５ 

ポンプ原動機からの
オイル漏れ 

ポンプインペラの発錆状況 樋門管理橋の腐蝕 ポンプ主軸パッキンの摩耗 



河川維持管理計画による本格的な計画型管理への移行 （参考５） 

工事・計画 維持管理水

河川整備基本方針（河川法１６条） 

工事・計画 維持管理水
系
・
河
川
全 河川整備計画全
体
を
対

工事 計画 維持管理

河川整備計画（河川法１６条の２）

２０年から３０年程度の中長期計画 

河川の維持を含めた河川整備の全
体像が明らかになるように定める 

対
象 工事・計画 維持管理

河川維持管理計画（試行） 
・概ね５年間に実施する具体的な維持管
理 内容を 河川（ 間）毎 定めたも

河川維持管理指針（案）（平成19年河川局長通知） 
・河川維持管理計画等の策定にあたり、その指針となる 
標準的な項目と 河川特性に応じて維持管理の目標と実

理の内容を、河川（区間）毎に定めたもの 標準的な項目と、河川特性に応じて維持管理の目標と実
施内容を定めるための考え方をとりまとめたもの 

平成23年度より 

河川維持管理計画（本格実施） 
・概ね５年間に実施する具体的な維持管

河川砂防技術基準維持管理編 
・河川維持管理の実施及び計画策定等にあたり、その標 概 年間 実施す 具体 な維持管

理の内容を、河川（区間）毎に定めたもの 
維持管 実施 策定等 あ り、そ 標

準的な項目と基準、あるいは技術的な標準を定めたもの 

６ 



持続的に安全を確保する河川管理に向けた施策の推進（堤防・河道） 

河道 堤防点検技術の開発ＰＤＣＡ型維持管理への移行

（参考６） 

河道・堤防点検技術の開発ＰＤＣＡ型維持管理への移行

ﾚｰｻﾞｰﾌﾟﾛﾌｧｲﾗｰ等 
新たな計測技術の開発

IT機器の導入による 
河川巡視の効率化新たな計測技術の開発

車両による堤防の変状

河川巡視の効率化 

新しい堤防被覆技術の開発 

車両による堤防の変状
を計測する技術の開発 

河川維持管理におけるＰＰＰの促進 

公募による 
樹木伐採

NPO等との連携による 
クリ ンア プ作戦

雑草を抑制する改良芝の試験導入 堤防被覆技術の検討・実用化 
刈草の提供 
畜産業との連携 

樹木伐採 クリーンアップ作戦

７ 



持続的に安全を確保する河川管理に向けた施策の推進（河川構造物） 

河川構造物の老朽化実態の周知

（参考７） 

  河川構造物の老朽化実態の周知

◆河川構造物の老朽化の実態を 
広く国民に周知し、対策の重要 
性と対策の必要性に いての

20年後：設置後40年 
以上となる施設 

約４割→約８割 

河川構造物長寿命化及び更新マスタ プランの作成

 堰ゲートの腐蝕  樋門の老朽化 

性と対策の必要性についての 
理解を促進する。 

ポンプ原動機のオイル漏れ  老朽化施設の増大 

現在：約４割

◆定期的に部品交換等を行う「時間計画保全」から「状態監視」「事後保全」の考え方による更新へ移行。 
◆状態監視と連動した長寿命化計画を主要施設を対象として作成する。 

  河川構造物長寿命化及び更新マスタープランの作成 

事後保全 
故障した場合でも施設機能に致命的な影響を与えな
い機器は、機能低下するまで継続使用することで、
費用対効果を最大限に引き出す。 

状態監視保全 
故障した場合に施設機能に致命的影響を与えるもので状態監
視が可能な機器は、動作値や点検結果から劣化状態を把握し
最適な時期に修繕・更新する予防保全を実施。 

 

時間計画保全 
故障した場合に施設機能に致命的影響を与えるもので現時
点では状態監視が難しい機器は定期的に交換・更新。今後
傾向管理の技術が確立したものは状態監視保全に移行。 

 

  
 
 

ポンプ主軸 予備発電機 ゲートワイヤーロープ ゲート インペラ 

検査・点検の効率化技術の開発 施設の自動化・省力化

◆マスタープラン実現に必要な技術開発を推進 ◆確実な維持管理体制の確保 

技術者・技術力の持続検査 点検の効率化技術の開発
（状態監視・傾向管理） 

施設の自動化 省力化 技術者 技術力の持続

無動力式（フラップ式）ゲートの採用 
動作値や点検データ 
から整備時期を判断 

潤滑油から設備の状態 
を監視（フェログラフィー） 点検技術の向上のための研修・講習会 ８ 


